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支援機器 Robotic assisted tilt-table therapy(RATTT) 
分類(ISO9999) 4 
試験相 2 
研究仮説（目的） 
の概要 

起立耐性を増加させ好気性フィットネスの低下を減衰させることで、容易な心肺運動を可能に
し、ＳＣＩの早期リハビリテーションで使用することができる 

研究デザイン 群内比較（自己対照） 
障害・疾患 脊損 
対象者・数 障害者６人（完全３人 不完全３人） 
主要アウトカム 酸素摂取量、呼吸交換比、分時換気量、心拍数、動脈血圧 
副次アウトカム 1  
副次アウトカム 2  
副次アウトカム 3  
副次アウトカム 4  
副次アウトカム 5  
統計学的検定 有 
結果の概要 意思の努力と訓練期間は不完全ＳＣＩの心肺、換気フィットネスを向上させ、完全ＳＣＩではＦ

ＥＳ支援ＲＡＴＴＴにより適応度の損失を減衰させる 
 

論文整理番号 205 ※正確な情報が必要な場合には、元の論文を確認してください。 
 

「支援機器の臨床評価および利用効果データベース」 
支援機器イノベーション創出のための情報基盤構築に関する研究  
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